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　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　はじめに

　瀬戸川帯は静岡県から山梨県西部におよぶ中部山岳の赤石山地東部に位置し，四万十帯の南帯

に属する（杉山・下川，1989）。その東は，糸魚川一静岡構造線によって，砂岩泥岩互層からな

る上部中敷統（茨木，1981）の静岡層群と境され，西は笹山構造線によって，砂岩泥岩互層・緑

色ないし黒色泥岩からなる白亜系一漸敷統の三倉層群(Matsumoto,1966）と境される。瀬戸川

帯を構成する瀬戸川層群の年代は，最近になり微化石，特に放散虫化石によって検討され，

Osozawa ｄ�｡（1990）や杉山・下川(1989,1990）などによって公表されている。それによれ

ば瀬戸川帯の堆積年代は岩相により年代差が認められ，石灰岩は中一上部始敷統，チャートは主

に漸敷統，砕屑岩類は主として下部中敷統であることが判明している。今回，瀬戸川層群が露出

する静岡県静岡市の口坂本で採集した黒色泥岩より，年代決定に有効な放散虫化石を産出したの

でその概要を報告する。

　＊筑波大学地球科学研究科　Doctoral Program of Geoscience, University of Tsukuba, Ibaraki 305.

　＊＊福島県立博物館　Fukushima Museum, 1-25 Joto-machi, Aizuwakamatsu, Fukushima 965.
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿　地質概略

　瀬戸川帯の主要部分を構成しているのは瀬戸川層群と呼ばれる地層群であり，紀伊半島や四国

地方など中部地方以西の四万十帯における四万十層群と同様に，その大部分は砂岩泥岩互層であ

る。それら砂岩泥岩互層からなる地帯に挟まれて，緑色岩類・石灰岩・チャートを含む地層群が

南北に細長く帯状に配列している。それぞれの帯は下底面に街上断層を伴っており，そのうちの

変位の大きいと考えられる断層によって，瀬戸川帯は, Kuchisakamoto, Kamiochiai, Utogiの３

つのunitや，大岳，高山・滝沢，俵沢，宇津ノ谷，大井川，竜爪の６つの街上体に区分されて

いる(Naka,1988 ；Osozawa ｄ �｡，1990；杉山・下川, 1989,1990）。今回報告する放散虫化石

を産する試料は，安倍川の支流中河内川上流の口坂本周辺(Fig｡1）で採集されたものである。

ここはNaka (1988）の南北に延びる３つのunitのうち最も西側に分布するKuchisakamoto

melange unitに属する。本unitぱオフィオライトの断片からなり，超マフィックからマフィッ

ク岩の小磯～数十ｍサイズの岩塊を含む。一方，杉山・下川（1990）は地域地質研究報告「清

水地域の地質」を表し，笹山構造線及び十枚山構造線に挟まれた瀬戸川帯を６つの街上体に区分

し，これら街上体の下底部には玄武岩一石灰岩－チャート複合層が存在するとしている。ロ坂本

はこの「清水」図幅の北側に位置し，大岳街上体の北方延長と推定される。大岳街上体は，下位

Fig. 1　Sample locality on the 1:25000 topographic map “Yunomori”
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より成層チャート，緑色凝灰質泥岩及び黒色泥岩，砂岩泥岩互層からなり，緑色及び黒色泥岩に

は酸性凝灰岩及び安山岩質～デイサイト質の凝灰角榛岩が挟まれるほか，玄武岩，ハンレイ岩，

安山岩，チャートなどの岩塊，並びに超塩基性岩類の貫大岩体及び岩塊を伴う（杉山・下川，

1990）。

　　　　　　　　　　　　　　　　ｍ　試料の採集と処理

　今回報告する放散虫化石を産する試料は，安倍川の支流中河内川上流の口坂本周辺[Fig｡]L)

で採集した黒色泥岩である。黒色泥岩の採集地点には蛇紋岩の転石が観察されており，その近く

に蛇紋岩の露出は確実であるが，今回蛇紋岩露頭は確認できなかった。

　試料は３～５％のフッ化水素酸に10～20時間つけておき，その残流から化石個体の抽出を行っ

た。放散虫化石の観察・同定には走査型電子顕微鏡と生物顕微鏡を併用した。まず，試料から化

石個体を拾い出し，両面テープでアルミニウムの試科白の上に固定し，金を蒸着して走査型電子

顕微鏡で観察した。一方，化石個体を抽出していない別の残流をバルサムで封入しプレパラート

を作成した後，生物顕微鏡で観察・同定した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　w　放散虫化石

　今回採集した黒色泥岩はＣｖｒtｏｃａｉ)ｓella　tｅtｒａ-ｂｅｒａ， 　Ｃｙｒtｏｃａｂｓｅｌｌａ　ｃｏｒｎｕtａ，　Ｓtｉｃｋｏｃｏｒｖｓ　ｄｅｌｍｏｎt-

ｅｗｓiｓ，(:”ａｌｏｃｖｃｌｅttａ首塚維iｓを多産し，Ｃポｏｃａｈｓｅｌｌａ ｍｂｏｎｉｃａ，Ｄｉｄｙｍｏｃポiｓむiolina， Ｓtｉｃｈｏｃｏｒｙｓ

ａｒｍａtａ，　ＬｙｃｋｎｏｃａｔｉｏｍａｅｌｏｔｉｇａtａやSakai (1980）によるＥｕｃｙｒtid恒常 sp. Ｂもわずかながら産出

する。これらのうちＳtｉｃｈｏｃｏｒｙｓ　ｄｅｌｍｏｗtｅｗｓiｓ， Ｄｉｄｙｍｏｃｙｒtiｓ　ｖiolinaはいずれもその出現層章が

Riedel and Sanfilippo (1978）によるＳtｉｃｋｏｃｏｒyｓ ｄｄｍｏ恒心ｓiｓ帯の下限にある(Fig｡2）。さらに

£狸油田inoma elongate八よその消滅肩章がRiedel and Sanfilippo (1978）によるS良知ａ万s

ｗolffii帯の上限にあることと, Riedel and Sanfilippo (1970）によるａ阪yぶtta costata帯の主

要構成種であるCalocy心的ｏ裁的が産出しないことを考えあわせると(Fig.2),この試料は

Ｓtｉｃｈｏｃｏｒｙｓ　ｄｅｌｍｏｎＵｎｓiｓ帯からＳtｉｃｋｏｃｏｒyｓｗolffii帯に対比され，その示す時代は前期中敷世後

期である。

　杉山にﾄﾞ川［］L989）は大岳衝上体の年代を，口坂本より南方10 km の安倍川の支流薬科川上流

の静岡市坂本周辺産出の放散虫化石Ｃｙｒtｏｃａｉ)ｓella tｅtｒａｂｅｒａ，　Ｃ.　ｃｏｒｎｕtａ，　Ｃａｌｏｃｖｃｌｃttａsp.ｄ。ｃ.

節酒niｓ，　Ｓtｉｃｋｏｃｏｒｙｓｓp。ｄ. Ｓ. ｄｅｌｍｏｗtｅｗｓiｓらに基づき前期中敷世と推定した。これらは本研究

の結果と調和的である。
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Fig。２　Ranges of some selected Cenozoic Radiolaria after Sanfilippo et　al.(1985)。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｖ　考　　　察

　本研究により,Naka (1988）のKuchisakamoto melange unitの基質と考えられる泥質岩の年

代が前期中敷世後期であることが判明した。 Naka (1988）は特に瀬戸川帯中央部に分布する

Kamiochiai unitについて議論しており，異地性岩滝として混在する緑色岩一粘土岩シーケンス

の分布や産状から，これを現在の第一鹿島海山のように海溝に沈み込んで崩壊した海山の断片で

あるとした。その西側に位置するKuchisakamoto melange unitは蛇紋岩化したハルッバージ申

イトやダナイト，クリノパイロキシナイト，それに蛇灰岩やハンレイ岩，ドレライト，玄武岩な

どのオフィオライト起源の異地性岩塊を多く含むとされている(Naka,1988）が，この地帯の形

成プロセスは明らかにされていない。

　一方,Osozawa ｄα/｡（1990）は瀬戸川帯にみられる緑色岩の上に重なる遠洋性堆積物の厚さ

の変遷より，漸漸世～中敷世の時期に海嶺の沈み込みがあったとした。さらにOsozawa (1994）

では，瀬戸川帯中にみられる緑色岩や蛇紋岩をdismembered ophioliteとみなし，活動的海嶺の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－152－
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沈み込み，そして大陸側への付加により生じたものだと解釈した。

　杉山・下川（1990）によると口坂本よりも南方の安倍川流域の瀬戸川帯は，四から東へ，大岳

衝上体，高山衝上体，俵沢衝上体，宇津ノ谷衝上体，大井川南上体に区分され，西傾斜の覆瓦構

造が発達すると考えられており，東側の衝上体ほど上限年代が若くなる傾向が認められている。

これらの地域の地質体と口坂本周辺との詳細な対比が今後の課題であるが，いずれにせよ泥岩の

堆積年代の決定により，瀬戸川帯，特に四半分の地質体において，オフィオライトの付加から海

山の崩壊・付加へと至るプロセスの推測が可能となる。

　また最近,環伊豆地徳蛇紋岩類の研究が盛んに行われており，瀬戸川帯の蛇紋岩の固体貫入（お

よび海底突出した）年代は関東山地の小仏帯と同じ漸漸世～中敷世とされている（荒井ほか，

1978；荒井・石田，1987）。今回放散虫化石を産出した口坂本周辺の砕屑岩からクロムスピネル

が産出することが知られており（荒井，私信），本研究により蛇紋岩の貫入突出年代が前期中敷

世である可能性が高くなった。
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Summary

　　The Setogawa Belt is bounded on western and eastern sides by the Sasayama Tectonic

Line　and　the　Itoigawa-Shizuoka　Tectonic　Line, respectively. This　belt　consists　of the

following units (Naka,1988) eastwardly; Kuchisakamoto melange, Kamiochiai and Utogi

units。We　could　extract　some　radiolarian　fossils　from　mudstone　matrix　of　the

Kuchisakamoto melange unit｡

　　The diagnostic species of the radiolarian fauna are as follows: Ｃｙｒtｏｃａｐｓella tｅtｒａｐｅｒａ，Ｃ，

ｃｏｒｎｕtａ，　Ｃ. ｊａｐｏｎｉｃａ，　Ｓtｉｃｈｏｃｏｒｙｓ ｄｅｌｍｏｎtｅｎｓiｓ，　Ｓ.の’ｍａtａ，　Ｃａｌｏりｃｌｅttａ　ｖi7丿niｓ，　Ｄｉｄｙｍｏｃｙｒtiｓ

ｖiolina，　Ｌｙｃｈｎｏｃａｎｏｍａ ｅｌｏｎｍtａ． andＥｕｃｙｒtid恒常 sp. B. This radiolarian fauna can be assign-

ed to that of the Ｓtｉｃｈｏｃｏｒｙｓ ｄｃｌｍｏ恒心ｓiｓ Zone or the Ｓtｉｃｋｏｃｏ巧ｓ　ｖoolffii Zone by Sanfilippo

dd（1985）.Ｔｈｅ matrix of the Kuchisakamoto melange unit is correlated to the upper

Lower Miocene。
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Explanation of plates (Scale ｂａr＝100μｍ）

　　　　　　　Plate　l

A11 figures are scanning electron micrographs.

　　1.　　　Ｇ巾心胸ella sp。

　　2-4.　Cyrtocapsellaかかapera (Haeckel)

　　5-7, 9.　Ｃａｌｏｃｙｃｌｅttａ　ｖiｒginiｓ(Haeckel)

　　８Ｃａｌｏｃｙｃｌｅttａｓp･

　　10-12.　　Calocy･ｄｄ忿？sp。

　　13-14.　Lychnocのzθ扨αsp。

　　15-17.　Ｓひ面映加m7 sp。

　　18.　　　　　ｇｅｎ。et　sp. indet。

　　　　Plate 2

A11 figures are scanning electron micrographs
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　　　　Plate 3

A11 figures are transmitted photomicrographs。
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Plate 2
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